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「倉敷・吉岡川の秋桜（コスモス）」  

コスモス（学名：Cosmos）は、キク科コスモス属の総称で「秋桜」や「オオ

ハルギク」とも言います。秋に桃色・白・赤などの花を咲かせる短日植物です。

花は本来一重咲きのものが主流ですが、舌状花が丸まったものや、八重咲きなど

の品種があります。吉岡川は倉敷川水系の二級河川で、その河岸では秋になると

コスモスが大変見ごろとなります。地元の倉敷南高校の生徒さんのご協力もあり、

今年も美しい花を咲かせます。（参考：Wikipedia） 
  

 

巻頭言：朝晩の気温が低くなってきましたがお変わりありませんか？ 本格的な冬を迎える前

に毎年冬季に流行する感染症「インフルエンザ」の予防接種を受けておきましょう。 
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院長挨拶 
秋が深まってまいりました。ご体調はいかがでしょうか。 

当院の運営に際し、いつも温かい多大なるご支援、ご指導を賜りありがとうございます。

当地移転後の児島市民病院は今年１０月で満４０歳になりました。美術館のような外観で、

地域の基幹施設としての任を果たしてまいりましたが、建物の耐用年数が限界（減価償却資

産の病院の耐用年数は３９年）にきており、皆様にご不便をおかけすることが増えています。

おかげさまで平成２３年から順調に黒字決算を続けており、先日、伊東市長の提案の下、市

議会で新病院建設（平成２９年開院予定）の議決がなされました。ますます中身（診療内容

の質）の向上、確かさが不可欠です。できるだけ多くの皆さまにご利用いただき、「新病院

ができて本当によかった！」と思っていただけるように、職員一同、さらに背筋を伸ばして、

綿密に、したたかに準備を進めていこうと決意しております。責任の重さをひしひしと自覚

し、プレッシャーはありますが、皆さまとともに楽しく仕事をさせていただこうとも思って

います。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

院長 江田良輔 

 

診療科紹介：耳鼻咽喉科 

 

 

★耳鼻咽喉科の疾患はさまざまです。

草場医長をはじめ、スタッフ一同、 

耳の聞こえ・鼻閉・アレルギー疾患・

副鼻腔炎などの治療を行っています。 

★頭頚部のガンは早期発見するかど

うかによって治療後の生活に大きな

差がうまれます。首から上の無痛性の

腫れがある時には是非当科で調べさ

せていただければ幸いです。 

★加齢や脳梗塞などの疾病による飲

み込みが難しい患者さまに対し嚥下

（えんげ）評価を行っています。また

当院リハビリテーション科と連携し

嚥下訓練などで対応しております。 

     

 

診療時間 

月～金 午前  

受付８：００～１１：３０ 診療８：４０～ 

月・水・金 午後 

受付１３：３０～１６：００ 診療１４：００～ 



「新病院建設構想」を策定しました 

 新しい市民病院では，救急患者の受入れを強化するなど，より安心できる医療の提供を

目指しており，平成 29年度中の開院に向けて取り組んでまいります。 

 

 新病院の医療機能の概要 

現状の医療機能は維持し，強化・充実を

図ります。 

「新病院における医療機能の３つの柱」 

①一般急性期病院としての機能 

施設・人員体制を整備し救急患者の受

入れを強化，近隣医療機関との連携強化 

②緩和ケア・高齢化に対応した機能 

がん診療の充実を図り緩和ケア病棟を

整備，療養病床の運営維持 

③地域の健康管理機能 

肺がん・乳がん・消化器がんなど各種

検診機能の充実，生活習慣病対策の推進 

施設規模及び配置 

・６階建て（外来 1・2 階，病棟 3～6 階） 

・延床面積 13,860㎡ 

・免震構造採用 

・エネルギー棟（災害対応構造） 

 

病床数及び診療科 

・病床数 198床 

一般病床：168床 療養病床：30床 

・診療科 23科 

現在の診療科目に加え、 

緩和ケア内科，精神科，皮膚科 

口腔外科（歯科）を追加 
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連携のひろば：連携医療機関のご紹介 

当院は児島駅前、広島銀行の斜め前に 

あります。児島市民病院には歩いて５分

位です。外来・入院と、たくさんの患者

さんを紹介させていただき、お世話に 

なっています。 

一般内科、循環器、呼吸器、消化器、 

リハビリテーションと何でも屋をして 

いますが、高血圧、頭痛、喘息、糖尿病

の患者さんが多く、自分では得意と 

思っています。何より患者さんにわかり

やすく、今ある心身の苦痛を早く取って

あげられる医療を目指しています。 

発行者：倉敷市立児島市民病院 

住所：〒７１１－０９２１ 倉敷市児島駅前２丁目３９番地 

ＴＥＬ：０８６－４７２－８１１１（代表）ＦＡＸ：０８６－４７２－８１３４（連携室） 

http://www2.city.kurashiki.okayama.jp/hospital/index.html 

 

診察時間 : 

 月 火 水 木 金 土 

9：00～12：３0 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

1５：０0～18：00 ○ ○ ○ ○ ○ - 

 

 

所在地：倉敷市児島駅前１－５３－２ 

    ニューかたやまビル１Ｆ 

電話：086-474-0311 

診療科目：内科・循環器科・消化器科 

     呼吸器科・リハビリ科 

休診日：土曜日午後・日曜祝祭日 
 

 

 

院長 藤田俊弘先生 


